
ボローニャ⼤学協定留学 ⽉例報告書（７⽉）
芸術⽂化学科 4 年 ⼟居優莉 

Buongiorno! 
Buongiorno. 芸術⽂化学科４年の⼟居
優莉です。私がボローニャで過ごす最
後の⽉になりました。やり残したこと
がないように最後まで忙しい毎⽇を送
っています。ラヴェンナという街を訪
れ、⾒てみたかったモザイクをたくさ
ん⾒ることができました。⼩さなかけ
らがびっしりと敷き詰められた壁や天
井の装飾は、写真では伝わらないとて
も繊細なものでした。また、ヴェネツ
ィアングラスの⼯房がたくさんあるヴ
ェネツィアのムラーノ島も訪れまし
た。⼯房では実際にガラス製品を⼿作
りしているところを⾒学することがで
きました。 

友だちとお別れ 
最近は、毎⽇たくさんの友だちとお別
れをしなければならないので寂しい気
持ちでいっぱいです。毎⽇⼤学に⾏く
のが楽しいと思えたのも、イタリアで
過ごす⽇々が充実していたのもすべ
て、出会ってくれた友だちのおかげで
す。ボローニャに来てすぐの頃に語学
学校で知り合ってからずっと仲良くし
てくれた友だちとは、最後にボローニ
ャの街を散歩しながら思い出巡りをし
ました。⼤学の授業で知り合った⼤学
院２年⽣のクラスのみんなとは、⼣⽅
に集まってアペリティーボをしたり、
丘の上までハイキングをしてボローニ
ャの街を⾼いところから眺めにいきま
した。ほかにもフィレンツェに住む友
だちのところに⾏って⼤好きな Pici と
いうトスカーナ地⽅のパスタを⾷べた
り、⽇本料理を振る舞ったりと毎⽇誰
かとお別れする⽇々でした。留学が始
まる前からたくさんの友だちをつくっ
て、たくさんイタリア語を話したいと
思っていたのですが、帰国の頃になる
と、もっとそれ以上の、別れるのが寂
しくて泣いてしまうくらいに⼤切な友
だちがたくさんできたことに気がつき
ました。⽇本に帰ったあとも連絡を取
り合っていつかまた、イタリアでも⽇
本でも世界中のどこかで再開できると
うれしいです。 ↑ガラス⼯房で作業するようす 



おわりに 
2022 年の 8 ⽉末から始まったボローニャ留
学が終わりました。想像していたよりもず
っと多くの友だちに恵まれ、本当に楽しい
ことが盛りだくさんな 1 年間でした。しか
しそれと同じくらい⼤変なこともありまし
た。朝起きてから夜寝るまでの毎⽇を繰り
返すだけでもわからないことばかりで⼼が
疲れてしまうし、みんなが話すナチュラル
なイタリア語にはもちろんついていけない
しで、初めはつまずくことも多々ありまし
た。それでも毎⽇少しずつでも前に進むこ

とを意識して、⼤学もそれ以外の時間も、
家でハウスメイトと過ごす時間も、⾃分の
⼒ですべてを楽しい⽅に持っていくことが
できたことには達成感を感じています。と
はいえ、⾃分ひとりでは実現しなかったこ
の留学を叶え、そして無事に終えることが
できた今、たくさんの⼈への感謝の気持ち
でいっぱいです。これからの時間は 1 年間
で学んだことをじっくり考える時間にした
いと思います。本当に 1 年間ありがとうご
ざいました。 

↑おうちアペリティーボ 

↑トスカーナのパスタ pici 

↑丘の上からみたボローニャ 


